
令和３年度長崎大学理学療法学同門会総会議事録 

日時：令和 4年 2月 12日（土）14:00～ 

場所：オンライン配信（Zoom） 

総会役員：議 長 百合野 大輝 氏（保 11期） 

     副議長 李 瑛熙 氏（保 11期） 

     書 記 岩本 昴樹 氏（保 15期）、樋口 陽美 氏（保 15期） 

     議事録署名人 坂本 有希倫 氏（保 14期） 

   

１．定数確認 

出席者 45名、委任状 337名、計 382名の出席が得られ、全会員総数 728名の過半数を超えてお

り、会則 18条により総会の開催は成立した。 

 

２．会長挨拶 

 

３．議長団の選出 

   議長団の立候補ならびに推薦はなく執行部に一任され、上記の総会役員が選出された。 

 

４．令和 3年度事業報告 

1） 事務局(局長：小路永 知寿)： 

① 会員動向の把握(正会員 653 名，準会員 75 名，合計 728 名) 

 ・正会員（654名） 

1 期 17名，2期 14 名，3期 22 名，4期 21名，5期 17 名，6期 22名，7期 17 名，8期 20

名，9 期 21 名，10 期 21 名，11 期 16 名，12 期 20 名，13 期 20 名，14 期 20 名，15 期 16

名，16期 22名，17期 19名（医療短大： 325 名） 

保 1期 18名，保 2期 21名，保 3期 21名，保 4期 20名，保 5期 18名，保 6期 18名，保

7期 21名，保 8期 20名，保 9期 15名，保 10期 18名，保 11期 18名，保 12期 19名，保

13期 16名，保 14期 14名，保 15期 18名，保 16期 19名（保健学科： 294 名） 

院生 1期 5名，院生 2期 8 名，院生 3 期 1名，院生 4期 2 名，院生 5期 4名，院生 6期 1

名，院生 7期 5名，院生 8期 2名，院生 9期 0名，院生 10期 1名，院生 11期 1名，院生

12期 3名，院生 13期 1名（院生： 34 名） 

・準会員（75名） 

保 17期 17名，保 18期 13名，保 19期 23名, 保 20期 18名 

院生 14期 0名，院生 15期 4名 

② 理事会の開催： 

第 1回(令和 3年 5月 18日)：総会報告，令和 3年度事業計画等について 

臨時理事会（令和 3年 6月 29日）：理学療法学専攻への寄付金について 

第 2回(令和 3年 10月 14日)：前期事業報告，後期事業計画，卒後セミナー等について 

第 3回(令和 4年 1月 13日)：後期事業報告，令和 4年度事業計画について 

③ 総会の開催：令和 4年 2月 12日（土） 

④ 保健学科 20期生・院生 16期生への入会案内及びパンフレットの作成 

⑤ その他：セミナー等案内発送作業(令和 3 年 11 月 26 日)，監査(令和 4 年 1 月 26 日)，総

会・卒後セミナー完全オンライン化の案内発送作業（令和 4年 1月 21日） 等 



 

 2）学術部(部長：本田 祐一郎)：令和 3年度卒後セミナーの開催 (令和 4年 2月 12日) 

 

 3）厚生部(部長：矢野 雄大)：令和 3年度卒後セミナー後の懇親会の中止 

 

 4）広報部(部長：田中 陽理)： 

①同門会ニュースの更新 

②同門会ホームページ(http//www.doumonkai.org)の管理・運営及びコンテンツの更新等 

③同門会 facebookの管理・運営及びコンテンツの更新等 

 

 5）機関誌編集部(部長：新貝 和也)：理学療法探求第 24巻の発行 

 

上記の報告について特に異論無く承認された。 

 

５.令和 3年度会計報告 (会計：松﨑  敏朗) 

 別紙（令和 3年度会計報告および令和 4年度予算案）参照 

●一般会計：収入の部については、同門会費の納入（6名）とメディカルオンラインからの入金、

卒後セミナーの参加者より参加費の納入（正会員 37 名、非会員 2 名）があったことが報告さ

れた。支出の部については、新型コロナウイルス感染症の影響で経済的に困窮となった学生に

対し 200,000 円（一般会計 150,000 円、特別会計 50,000 円）を寄付したことが報告された。

また、特別会計への繰越は行わなかったことが報告された。 

●特別会計：収入は預金利息のみであったこと、支出は困窮学生に対する寄付（50,000円）が行

われたことが報告された。 

 

上記の一般会計・特別会計の報告について特に異論無く承認された。 

 

６.監査報告 (監事：田中 貴子・平瀬 達哉) 

 監査は令和 4 年 1 月 26 日、午後 19 時より会長、会計、事務局長、監事 2 名（田中 貴子 氏、

平瀬 達哉 氏）の出席により開催した。詳細は別紙（監査報告書）参照 

 

⚫ 監査方法：対面での関係書類の確認、オンラインでの意見交換 

① 帳票ならびに関係書類を閲覧し、計算書類の正確性を確認した。 

② 各種帳票より業務執行の妥当性を確認した。 

⚫ 監査結果： 

① 帳票その他は正しく整備されており、計算書類は会の収支状況および財産状態を正しく示し

ているものと認められた。 

② 業務執行状況は適切と認められた。 

 

上記の監査報告について特に異論無く承認された。 

 

７.令和 4年度事業計画 

1）事務局： 

① 会員動向の把握 



② 理事会の開催 

③ 総会の開催 

④ 保健学科 21期生・院生 17期生への入会案内業務(パンフレット作成等) 

 

2）学術部：令和 4年度卒後セミナーの開催  

  

3）厚生部：令和 4年度卒後セミナー後の懇親会の開催 

保健学科 21期生への入学記念品の贈呈 

 

4）広報部： 

①同門会ニュースの更新 

②同門会ホームページ(http//www.doumonkai.org)の管理・運営及びコンテンツの更新等 

③同門会 Facebookの管理・運営及びコンテンツの更新等 

 

 5）機関誌編集部：理学療法探求第 25巻の発行 

 

 上記の報告について特に異論無く承認された。 

 

 

８.令和 4年度予算案 

 別紙（令和 3年度会計報告および令和 4年度予算案）参照 

● 一般会計：収入の部については、同門会費として 540,000円、卒後セミナーの参加費として

150,000円、計 690,000円を予定していることが報告された。支出の部については、通信運

搬費を 160,000 円から 110,000 円に削減したこと、特別会計への繰越金を 50,000 円から

100,000円に増額したことが報告された。 

● 特別会計：収入については、一般会計からの繰越金 100,000円を予定していることが報告さ

れた。支出については特に予定が無いことが報告された。 

 

  上記の報告について特に異論無く承認された。 

 

９.会則の改定 

第４章 会 計 

 

第２３条 本会の収支予算については，毎事業年度開始前に作成し，理事会及び総会の承認を 

受けなければならない． 

第２４条 本会の収支決算については，作成後に監事の監査を経て，総会の承認を受けなけれ

ばならない． 

 

  会則に収支予算・収支決算の最終決定機関を明記するため、上記の第２３条・第２４条を追加す

ることが議題として挙げられた。 

  上記の報告について特に異論無く承認された。 

 

 



１０.役員改選 

 

 1）令和 4 年度各期代表者 

医短 1 期 池山 睦子 

医短 2 期 沖田  実 

医短 3 期 池田 章子 

医短 4 期 松本 真一郎 

医短 5 期 田中 貴子 

医短 6 期 原田 直樹 

医短 7 期 川副 巧成   

医短 8 期 古川  裕 

医短 9 期 鹿谷 洋志 

医短 10 期 松木 八重 

医短 11 期 松尾 亜弓 

医短 12 期 大石 麻衣子 

医短 13 期 平瀬 達哉 

医短 14 期 片岡 英樹 

医短 15 期 中村 眞澄美 

医短 16 期 坂本 淳哉 

医短 17 期 濱本 寿治 

保 1 期 坂井 孝行 

保 2 期 城谷 武明 

保 3 期 矢野 雄大 

保 4 期 渋谷 美帆子 

保 5 期 田中 陽理 

保 6 期 大賀 智史  

保 7 期 雄鹿 彩佳 

保 8 期 小路永 知寿  

保 9 期 吉岡 元 

保 10 期 松崎 敏朗 

保 11 期 中川 晃一 

保 12 期 渡部 翼 

保 13 期 沼田 未来 

保 14 期 竹内 里奈 

保 15 期 上村 心 

保 16 期 藤原 優大 

 

 

2）理事 10 名の選出 

片岡 英樹（医短 14期）       大賀 智史（保健 6期） 

坂本 淳哉（医短 16期）       雄鹿 彩佳（保健 7期） 

矢野 雄大（保健 3期）        小路永知寿（保健 8期） 

渋谷美帆子（保健 4期）        吉岡 元（保健 9期） 

田中 陽理（保健 5期）        松﨑 敏朗（保健 10期） 

 

  上記の理事の選出が承認された。 

 

3）会長の選出 

理事の中から会長を互選することとなり、理事会の協議の結果、次期会長は医短 16期の坂本

淳哉氏が選出されたことが報告された。 

 

 

  4）副会長･書記･会計の任命 

坂本会長より、副会長は医短 14期の片岡英樹氏、書記は保健 4期の渋谷美帆子氏と保健 9

期の吉岡元氏、会計は保健 10期の松﨑敏朗氏を任命したことが報告された。 

 

 

  5）監事の選出 

執行部より、医短 5期の田中貴子氏と医短 13期の平瀬達哉氏が推薦され、他に立候補や推薦

もなかったため、両名が次期監査として承認された。 

 

 

6）次期各部局長候補 

事務局長：小路永知寿（保健 8期） 

学術部長：本田祐一郎（保健 4期） 



厚生部長：矢野 雄大（保健 3期） 

広報部長：田中 陽理（保健 5期） 

機関誌編集部長：新貝 和也（保健 5期）代理：渡部 翼（保健 12期） 

 

 現状、上記の候補者が挙げられているが、今後理事会にて決定し HP等で公表することが報告さ

れた。 

 

 

 

                                                   （文責 小路永 知寿） 

 

            



 

 

 

 

 

 

 

令和3年度会計報告および令和4年度予算案　（R4.01.26現在）

【収入の部】 【支出の部】
項目 予算 備考 項目 予算 備考

同門会費 540,000 174,000 会員6名 印刷代 150,000 0

メディカルオンライン 7,528 消耗品 13,500 12,702

医学中央雑誌 0 通信運搬費 160,000 53,202

会員 37 講師謝金 80,000 0

非会員 2 旅費交通費 100,000 0

準会員1 施設使用料 0 0

預金利息 6 食料費 30,000 0

特別会計からの繰越金 0 雑費 15,000 550

総合計 690,000 261,534 報償費 66,500 49,000

設備費 25,000 8,448

【収支】 特別会計への繰越金 50,000 0

項目 予算 寄附金 0 150,000

前年度残高 1,206,104 1,206,104 総合計 690,000 273,902

今年度収入 690,000 261,534

今年度支出 690,000 273,902

収支 0 -12,368

総残高 1,206,104 1,193,736

【収入の部】 【支出の部】
項目 予算 項目 予算 備考

一般会計からの繰越金 0 0 一般会計への繰越金 0 0

預金利息 30 寄附金 0 50,000

その他 0 総合計 0 50,000

総合計 0 30

【収支】
項目 予算
前年度残高 2,305,463 2,305,463

今年度収入 0 30

今年度支出 0 50,000

収支 0 -49,970

総残高 2,305,463 2,255,493

【収入の部】 【支出の部】
項目 予算案 備考 項目 予算案

同門会費 540,000 会員18名分 印刷代 150,000

卒後セミナー参加費 150,000 消耗品 13,500

総合計 690,000 通信運搬費 110,000

講師謝金 80,000

旅費交通費 100,000

【収支】 施設使用料 0

項目 予算案 食料費 30,000

前年度残高 1,193,736 雑費 15,000

今年度収入 690,000 報償費 66,500

今年度支出 690,000 設備費 25,000

収支 0 特別会計への繰越金 100,000

総残高 1,193,736 総合計 690,000

【収入の部】 【支出の部】
項目 予算案 備考 項目 予算案 備考

一般会計からの繰越金 100,000 一般会計への繰越金 0

総合計 100,000 総合計 0

【収支】
項目

前年度残高 2,255,493

今年度収入 100,000

今年度支出 0

収支 100,000

総残高 2,355,493

卒後セミナー参加費   150,000 80,000
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令和 ３ 年 10 月 吉日 

長崎大学理学療法学同門会 

会長 坂本淳哉 殿 

 

長崎大学医学部保健学科 

理学療法学専攻 

主任 神津 玲 

 

寄附金の御礼 

 

謹啓 

時下、貴会におかれましてはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素より本学理学療法

学専攻の教育に格別なご理解とご協力を賜りまして、誠にありがとうございます。 

さて、この度は当専攻への寄附金を賜りまして、誠にありがとうございました。専攻を代表いたし

まして心より感謝申し上げますとともに、教員ならびに関係者一同、厚く御礼申し上げる次第です。

ご厚意の一部は下記の通り、新型コロナウイルスによる感染拡大の影響によって経済的に困窮する当

専攻 4 年次生に「生活支援金」として、支給に充てさせていただきました。お陰様で、経済上の理由

により就学を断念するといった事態は回避することがでる状況となっております。 

今後も感染拡大の予測は難しい状況ではございますが、同様の際には、改めて貴会からの寄附金を

学生の経済的支援に活用させていただきたいと考えております。何卒ご了承をいただけますと幸甚に

存じます。 

本来ならば拝眉の上、ご挨拶申し上げるべきところでございますが、書中をもって謹んで御礼申し

上げます。専攻教員一同、今後も学生教育に力を注ぎ、様々な分野で貢献できる理学療法士の育成に

全力で取り組んで参ります。今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。末筆なが

ら、貴会のますますのご発展を心より祈念いたしております。 

謹白 

 

 

記 

 

支給対象者：3 名（理学療法学専攻 4 年次生） 

支給目的：経済的困窮学生への援助 

対象者選出方法：支給希望者より令和 3 年 4 月以降の収支状況を申告、専攻教員で協議 

支給総額：60,000 円（月額 20,000 円/1 名） 

支給期間：令和 3 年 10 月（今年度 1 回のみ） 

 

以上 

 


